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第7回・アジア経済フォーラムに参加して

　　7月30～31日、カンボデイア大学主催の第7回アジア経済フォーラムがプノンペンで開催された。カンボデイア大学創設者の半田晴夫総長と同大学カオ・キム学長に招待され、「アジアの経済回復とその持続」というセッションで発表した。
『アジアの世紀の構築～その成果と、挑戦、将来の趨勢』が今年のメインテーマであった。フォーラムには内外から約300人が参加。開催国、カンボデイアからは副首相、経済財政大臣のキーツ・チョン氏がキーノートスピーカーとして「アジアの世紀の構築とASEANの役割」と題し、基調報告をされた。

女性問題担当のカンタパビー大臣も「教育、男女同権と経済開発」のパネルで発表。
「環境、気候変動、自然災害」のセッションではマレス環境大臣が司会をされるなど、カンボデイア政府関係者も多数参加。海外からはスコットランド・エジンバラ大学のサー・オシェア学長、在カンボデイア・キャロル・ロドレイ米国大使、米国ジョージタウン大学キャサリン　マーシャル準教授、ASEANスリン事務局長、ソべリノ前事務局長、ヒシャム・バズー・エジプト国連大使、ジョーゲン・モーラー・デンマーク駐シンガポール元大使、アブダル・マジッド・ロンドン経済政治大学院東南アジア研究所長、タイからはチェンマイのパヤップ大学・プレジット学長などが参加。官学財の関係者がアジアの将来について熱心な討議を行い、有益であった。今年の特徴は半田晴夫氏が奨学金を提供している世界中の大学院院生、研究生10数名が招待され、討議に積極的に参加したことである。

　　カンボデイア大学は創設以来8年であるが半田晴夫氏がこの大学を創設され、財政的支援、運営に参画しておられる。日本人が個人の私財をなげうって、アジアに大学を創設し、アジア発展途上国の将来を背負う、有為の若者の教育に力を注いでおられるお姿に接し、感銘を受けた。カンボデイア大学はフンセン首相も名誉学長で、カンボデイアの若者の教育に力を注いでいる実情を目の当たりにし、感激した。この大学は量よりも質を重視し学生数は4000人。人文学部、教育学部、法学部、経営学部、科学技術学部、社会科学部の6学部で構成され、授業はすべて英語で行なわれている少数精鋭の大学で、将来のカンボデイアを背負う若者の教育に力を注いでいる。学生も非常にまじめで、敬虔な仏教徒が多く、その真摯なまじめさが際立っていた。
　私は7月3１日の「アジア経済回復とその維持」のセッションで発表したが、アセアンを核としながら、将来はアセアンを越え、広域アジア経済圏の構築に努力すること。わけてもエネルギ―、資源の豊富な同じアジア系の中央アジアの上海協力機構（SCO）との協力強化が必要なことを力説した。回教徒の多いこれらの地域との関係強化には同じ回教国家であるアセアンのインドネシア、マレイシアの協力が望まれると訴えた。21世紀のアジアの時代に備えて、アジア独自の文化、宗教、哲学に基づいた、貧富の格差の是正。環境破壊を進める20世紀の欧米型大量生産、大量消費、大量廃棄の経済を見直し、環境に優しい、持続可能な21世紀型の社会の構築をアセアンから提起すべきだと訴えた。さらに東北、東日本大災害、福島原子力発電所事故に鑑み、アジア広域災害対策の必要性も訴えたが反響が大きかった。
　今回の国際会議に参加して、人口6億人を有するアセアンが力と自信をつけつつあることを実感した。将来のアジア、ひいては世界経済発展の核となりたいとの意欲を感じさせられた。特に先進国で唯一、経済成長が停滞しつつあり、さらに首相を初め、政治指導者の度重なる短期の交代が続く日本に対する失望の念が多くの参加者から表明された。

　政治、経済、軍事面で力を増しつつある中国への危惧の裏返しで、日本にアジアでもう少し頑張ってもらいたいとの期待がしばしば表明された。アジア第2の経済大国の日本が奮起し、アジアの期待に応えるべきだと痛感した次第であった。アセアンは2015年にはアセアン自由貿易圏を完成する。一方、2020年にはAPEC（アジア太平洋経済協力）もアジア太平洋自由貿易圏の完成を目指している。

　　日本に残された時間は後5年、長くて10年だ。日本は内政にうつつを抜かしていては駄目だ。アジアの将来、世界の将来に目を向け、今こそグローバルな発展戦略を官民一体となり考究すべき時である。さもなくば日本はアジアから孤立し、相手にもされなくなるだろう。アジアの期待に応えるべく、迅速な行動を起こすことこそ肝要だと今回のアジア経済フオーラムに参加して痛感した。
　　

　　英文での発表要旨をBIS会員各位のご参考まで添付します。この英文レジュメ作成に当たっては添削などBIS顧問の村田光平・元スイス大使、ならびにBISワシントン代表の今村勝征氏に一方ならぬ御世話になった。またパワーポイント作成についてはBIS事務局次長の西田陽一、田川光樹両氏にお手伝いいただいた。ここに記して厚く御礼申しあげたい。

　　　　　　　　　　　　　　　（筆者は日本ビジネスインテリジェンス協会会長）
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